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は、萩地域の東側に位置し、四方を緑豊かな山に囲ま
れ、水はけ、日当たりが良い阿武
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の溶岩台地の上では
畑作が、水が湧く大地の麓

ふもと

では稲作が盛んな農業地帯です。
古くから人々が住まい、農耕を中心とした営みが行われる中
で、各地に札所を置いてお遍路をする紫

し

福
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や迫害
を受けたキリシタン信者たちを受け入れたという隠れキリシ
タン伝説、修

しゅ

験
げん

の場として使われた山々、木
もく

喰
じき

五
ご

行
ぎょう

上
しょう

人
にん

が滞
在して残した仏像、また多く存在する社寺では昔ながらの祭
礼などが脈々と受け継がれており、大切にされてきた山里の
おたからが数多く残されています。

山間ののどかな田園風景が広がる信仰の里・福栄をのんび
り巡ってみませんか。

施設のご案内

福栄 季節暦

萩反射炉
西洋式の鉄製大砲鋳造
を目指した萩藩が、安
政３年（1856）に建
設した反射炉の遺跡

恵美須ヶ鼻
造船所跡
幕府の要請や木戸
孝允の意見によ
り、萩藩が設けた
造船所の遺跡

日本は、幕末における西洋技術の導入以来、西洋以
外の地域で初めて、かつ極めて短期間のうちに飛躍的
な発展を遂げ、明治時代後期には産業国家としての地
位を確立しました。
萩の産業遺産群とは産業技術導入の最初期の遺産群

で、「萩
はぎ
反
はん
射
しゃ
炉
ろ
」「恵

え
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」「大板山た
たら製鉄遺跡」「萩城下町」「松

しょう
下
か
村
そん
塾
じゅく

」の5つの資
産で構成されています。幕末に西洋の技術を取り入
れ、産業化を目指した地域社会の全体像とその特質を
あらわしています。

萩城下町
幕末の産業化を目指
した萩藩の、当時の
地域社会を今に伝え
ている　

松下村塾
吉田松陰が主宰した
私塾で、幕末当時の
地域社会における人
材育成の場を示して
いる

福栄の自然や文化と特産品

福栄夢る～らる雲海（平わらび台活性化交流施設）からの景色は
撮影スポットの１つです。秋・冬の冷え込んだ朝には、台を覆い尽
くす雲海の美しい景色が広がります。
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の雲海

福栄地域では各所に山間の田園風景
が広がっています。厳しい土地条件に
工夫を重ね、基盤整備を進めてきたこ
とで、現在も豊かな農村の田園風景を
見ることができます。

福栄の4つの台地などの様々な素材から特産品が生み出されています。

福栄の田園風景

大板山たたら太鼓は、たたら製鉄遺跡
をテーマとして、製鉄炉の炎の力強さを
イメージした創作和太鼓です。
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たたら太鼓

福栄の特産品

福栄地域で育った新鮮な農作物や花
か
きなどの特産

品を販売。また地元の食材を使った料理が自慢の
食堂（やまぐち食彩店）もあります。
住　所：山口県萩市福井下4014-2
ＴＥＬ：0838-52-0356
時　間：7：30～17：00

食堂11：00～15：00
定休日：年末・年始 ※食堂のみ月曜日（休日の場合は翌日）

道の駅「ハピネスふくえ」

福栄地域にまつわるストーリー
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たたら製鉄遺跡
江戸時代の製鉄所：たたら製鉄※の跡で、主要な建物跡などの

遺構が一体的に残されています。萩藩最初の洋式木造帆船「丙
へい

辰
しん

丸
まる

」の船釘や、いかりなどに使用する鉄素材もこの場所でつくら
れました。幕末期における西洋技術の導入が、たたら製鉄のよう
な在来の匠の技術に支えられ、行われたことがうかがえます。

原料の砂鉄は島根県から北
きた

前
まえ

船
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によって奈
な
古
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に荷揚げされ、
荷
に
駄
だ
（馬）で運ばれていました。　
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天保14年（1843）、萩藩主毛
もう

利
り
敬
たか

親
ちか

は
村田清風の進言によって、羽賀台で大操練
（軍事演習）を行いました。

藩主の本陣が置かれた台上の小高い丘に
は、大正６年（1917）に建てられた「天保閲
兵之地」という石碑があり、閲兵の際に敬親
が鞍をかけたという
鞍掛松（２代目）も見
ることができます。

昭和41年（1966）
には地元有志により
桜が植えられ、現在で
は桜の名所としても
親しまれています。

たたら師の生きた証
あかし

江戸時代、たたら師は特別な技術者集団であり、その技術の
流出をさけるため、地元民との交流は限られていたといわれて
います。
遺跡内には、職人とその家族の墓があり、碑文から石州（島根

県）や芸州（広島県）の人が働きに来ていたことがわかります。
長久寺の過去帳（非公開）には、たたら師のも

のと思われる記録があ
り、西見山八幡宮には、
石見銀山のたたら師が寄
進したという石段と標柱
も残っています。

幕末・明治維新を陰で支えた福栄 福栄地域は、萩の城下町の後背地として米や野菜などの農産物を供給し、
幕末においては軍事演習の場にもなっていました。
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【重
じゅう

輔
すけ

】
天保2年(1831)、紫福村生まれ※といわ

れています。安政元年(1854)、吉田松陰と
ともに伊豆下田港に赴いて、渡米のため米
艦に乗り込もうとするも拒否され、やむな
く計画を中止、自首しました。その後、萩
の岩倉獄に送られましたが、獄中で病死し
ました。

福栄には昭和7年
（1932）、仏光寺境
内に、地元有志によ
り石碑が建てられま
した。
※諸説あり。写真は萩市
椿東の吉田松陰誕生地
の銅像。

森田家住宅
森田家は津

つ
和
わ
野
の
の領主吉

よし
見
み
家
け
の浪人であ

った森田対馬が旧黒川村を開拓し、その功
績によって代々庄屋をつとめ、早くから苗

みょう

字
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を許された家柄。萩藩主の鷹狩の際
は、休憩所や本陣にあてられたといわれて
います。

主屋の建築は江戸中期で、吉田松陰の養
母の久

く
満
ま
の実家でもあり、国の重要文化財

に指定されて
います。
※外観見学可
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萩まちじゅう博物館推進委員会福栄部会
萩まちじゅう博物館文化遺産活用事業実行委員会

R2.3�現在

世界遺産「明治日本の産業革命遺産」～萩の産業遺産群～
●平
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原
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台
だい

のぶどう
【8～10月】

●羽賀台の閲
えっ

兵
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【通年】
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台
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●長
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の長萩
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和
わ
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ぎゅう

【通年】

※日本古来の伝統的な製鉄方法です。鉄の原料で
ある砂鉄と燃料の木炭を炉にいれ鞴

ふいご
で風を送

り、高温で砂鉄を溶かして鉄を生産しました。
これらを総称して「たたら」と言います。

世界遺産

平成26年度文化庁文化芸術振興費補助金
（文化遺産を活かした地域活性化事業）
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